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秋 季年会記事
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今年の秋季年会は 10月 15，16の向日，京都大学に於u、て1m飽きれ，AT主主の:mw，とニベソのシ J ポ ジ り ふ

があ り， 成会で;PJ った 以下~;~M;~告がグイジェ λ トした誘ii;{内絡の riL!:'t~~ 泊・かげる . .交の'i'.{!í:はすべて~l!長

老にある.
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第 1日目の講演は主として天体物理関係であった.

まず下回真~1.く東大匁)， 小尾11痛く東大教l~) 尚氏{よへ

リウムの等混中心絞と i焔射平衡の'1'間的(ここでエネ

ノレギーが発生する〉と対流外防とからなる誕のそデノレ

について発表した.そのモデルの成るものは|三島の特

徴をきわめてよく現わしてし、ることが証明志れた.次

に東北大の須忠利男，内田寿一同氏は等滋中心妓.対

流中間隔および線射平衡の外隠とから成る星の号デノレ

を発表し， このモデノルレ系列カが:シエ一ンベルグ .ヲヤ γ

ドラ七カ一ルのF限艮界に接統しf得守るための条{宇作q午y.(化t宇苧組

成の分

3東花北大の一書柳m誕寿与一，須問利男のF阿可氏カが¥，同級のモデル

の HR図上の分布を考え，進化検の立場からもこれ

を論じた.

1i1e.ヰ目秀一氏〈広島大)は古典的なジーソスのill1J不

安定の条件(星間物質から阜が生れることの恕論的線

拠の一つ)が.宇治'百Lutおよび字'1:1，膨Hl主を考慮に入れ

ると修正を要することを示 し，この条件が充た;宇れる

WJ聞にも制限を生ずると論じた.荒木俊馬氏lま負質量

の物質の存在を考えることが思論的には何等の不合取

がなし、ことを証明し，今後の宇宙論や緩微世界の理論

飢減にß~富な進展性を与えfゆるであろうと論じた.

x × X 

つづし、て阜の大気の問題に移り，上杉明氏(京火

沼1)(;J:. Te===30， 7000
， log g==4.20の昼のそデルの縦

射流i誌の一定さについてのii'l鋭依を示し，アγダーヒ

ルによる問極問題の吸収係敬の冶.'.I'!..に対する批判を述

べた.磯田夏雄， 山下泰正 (東大沼!)~氏(-.1:.低温度

変光星 V Aqlの 100吋クーデによるスペク トル解桁

の第三報 (2Q極にのぼる金隠と稀土類の線の同定〉を

発表した.つづし、て官接周.山下2えぴ西村5色刷の3氏は

12個の低混皮li1.(M， S， C i!;nのスペク トノレ第 JI報と

して， 2資額の絞が星の滅:J(; と共に強くみるいは~jSjくな

る有綴をしらべ.興味ある結果が得られたことをf報告

した 小型事智一氏〈京大JI.ll)(よ.Be ~水素大気にお

ける副級線の問題を 5詩型f立の近似によって解き，.神野

光男氏 (京大理)は膨阪大気の飼射場を 3W-i{:立近似で

解 くとし、う. ~、ずれも労{'j! 2:'発炎した. 近藤務之氏

〈京大混)は前回につづいてi);;線lilI-m 3083の分光l)lll

光解析と JogAニ4.5と しての大気モデル，il1?:ときf示

し企民合治虫がiE常の 0.17併 であるよJaFJ舷かめ

た.上野季失J1:; ();く大ßp.)は犠2宇治的)jf)~に よ み姶速

プjね式のfffのt!lm穏iとして.41'限大:~\(こ 目tJ('，iゐ制対

の拡散反射と透i似のIrlJ泌を了Jt.(敏レ. ì政~~Ht' Jlj1，、てチ

ヤソ ト7 セカールの X(p)以数:[，;ょが y'(μ〉点数

とによって厳¥t解x}:t.J)1...ねることを，u問]した.:11:村

正利.lX:，高E億千Xf.~ (~ü;o<文台) (l A: j妥 jミ~光Æ

BH Vir (こっし、ての ~1 J[幸誌で，最近法ずのフ 1ルタ

ーなしの光11liJUl光の結果を報合した.

x X x 

午後の部はれUj1.天文学の講演から始まった.定ず石

関五郎氏(京大J1l!)は J.Domangetが集めた悦i涯の

わかった実視述昌 1369~H:材料にt 1:れらの笥IHl分

布を求めた結果を述べた. 距鍛 100pcよりJJI.いもの

では集中旬じが殆ど見られないが， それより~\..、あので

はやや銀河耐に集中する傾向があるらしし¥ 高潮文志

郎氏 (東京天文台)は， 紙1V~ I の~Ilが散IJ~m問。')1影で

~h， それが分散して一般民になるとし、う品近の考え

に従い，昼間の分解によるその光皮l利数の~ft.t1:'追跡

した.昼間内の誕の巡過による光皮別0)潟[Jl見事のf'J!;倫

をもとに.現存の老令な倣1対flU司の光皮I~数と一般疫

の光j支 i者数から.iW:~こ，昼間の母初の光1!r~}，(li{!:jm定し

vたものである.日毎回理事雄氏O:lu;u~文-( ì) は似M系を

4側の sub-systcmから!武ゐと考え.21 cmにJ、ゐ鍬

ìl iJ系内のrl'tt;J<紫の I!'I 11il.;jili1立 1111線か九銀河Jmに ìl~If(な

っち向の)Jを求め.t5))jU良・Jlll7)fr)jIf'Jl:iUS( JA~~}の分イ11 1a

決定 した. それによると尚i密度収は二-)(/)グループに

分れるようで，一つはその銀河軌道の隙心本がし‘ずれ

も 0.1........0.2でその 2/3，よ主系列!I!..他Lt麟心事が

0.4........0.8でその 2/3Hr-J.lilであふ 安田容雄，北村

正利 (東広天文合〕 松波直義 (米大flH)の 3J乏しt.殺

近マックコーミッタズ3Ef?のグイソツキー泌が観測 し

た 880倒の M )~Q絞!1l.の託料含I吟味 Lγ， ;j1U，l統計的

に平均絶対等級含.. -kめと結果を発表した ，jijにごi{J貌

j会が既知の少数のM綬iFI~から求めた(!(l( これは分散が

大きい〉に比べやや切るし¥鏑木政峨J-¥; (京大乃1)(よ

大きな色超過を訴すJf色1・1)i!.o)設IUJ分布に'ル、てしら

べた結果宮述べた.これらはし、ず，れ も線iUI~{lÎ泣くに分

布し， 電波観測そのイリ!から Mられt.ニ小t'1νjくよ似の分布
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状態によく似てu、る，そこでtj:::協j裂もまた銀河系の尚

一巻状の腕にそ'主て濃厚に分布していると考えられる

x X x 

戸ぞの後は*脇の観測にi到する;論文がつづき，先ず郷

弁理k玄，_僑Jt，山崎稼弘 (次大J集~~J山観測!日 の 3

氏は， 告笑慢際のデ一タを宕7基にしてコ悶サナ咽の 5694線の討出i 

写毅t領域カが:然県~l;，

三Jんしレ，でで臥¥."必ることを示釆，した. 斉E磯蟻岡f治台' 商 葱三 (見東Lυ}必j江く天

文合〉の静向i!氏毛4はIム，級制1)'''ケット塔松JH(J).大腸紫外分光

線ro:猿およびlV裂くI穆111裂につし、てH既報〉の泣

針及び言者穏の試験成紛~:示した. 同ックーγmの分覚

書告は，焦点商の 3波長 (4100A，28∞A， 2500A)に

e籾当する場所にスリットを設けて光電管で制射強皮を

~ijり ， それをfテ レメ ーターする装[置である.尚氏はこ

れらを幻燈入りで説明した. 斉藤氏はひきつづ27，大

腸 3 口ナの4鋭、減流線の分布を 1952，54， 55 ~rの 1:1 t:t 
の写真からしらべた結果念発炎した. それによると流

線は日郎総皮 750""'80
0
付近に鰍火をN・ち，iVMはほぼ

100ーの輪状の分布をしていることがわかった.次に野

附械夫氏(東京天文台)は，最近三騰とiilt絞とに設置

したフレアパトローノL-}jjのリオ式i科光太脇写j!{儀と，

リオ・フィルターによるコ臼ナ前ltI綴 (5303と 6374)

主将光宅主演;儀につし、て述べた.自江井栄之郡，牧国賓，

森本様相暗〈東京天文台，}.長火翌Il) 3.f支は太陽!長，1，'.':の平

取り式光nttli光illIJ光装置につし、て述べた.m{~の光の

分布をオッシロスロープに現わす新しし、方法である.

)rl同市郎氏 C京大恕〉は，1t山天文台でとった太陽而

院後写良から}終点周辺のプライト ・り γグを検出し，

その見え:Jjから光球の内部にその起ル~i配布すると L 、う

;解釈を述べた.次に*元軍事三郎， 図な井栄三郎 CUü;~

天文台)の尚氏は，事許認遠鏡でとったフレアの広波長

、減スベグ トルからパJt，-q-系列車員の発附をiJ.llJり，シュ

タルク効果から電子純度をi11し，自己吸収から"'fj:J)¥ 

繋j京子の総数合求めた.その納m.フレアの以みLl:仰

が 10km内外とし、うことになり， フレアとし、うもの

は地球上の慌のように刺し、総状の構造合持つのではな

いかと挑1立されること含述べた..館悶議雄l氏X:(J京i江I大R瑚il[(つ〉
』まふt'J太k蹄光安獄昔i餌豹に1お<11十けがずyる Nu D 線の1形拶}成えにつし、てJ

じι，>， no初onト.網叫.c∞ohe刊er問enc、刊cy，~在廃位皮のサハ式からのγれ， 蛍

光現象を考慮に入れた結果を鋭測と比べた.宮本正太

漢昇氏(京大耳I!)は，太陽および低滋t誌の H，K総の輝

総輪車sIこっし、て現在考えられてし、る主EAの仮定につし、

交検討・し，、同氏の袋11¥した乱調散乱機械による紋!裂を

観測と比絞じた.

三次は怒主主天文学関係のもので，先ず問中春夫.柿沼

'.清 〈名大空を電石If)のl尚氏{;t， 問所で作った 1000.

2000， 3750， 9400 Mcの電波望遠鏡による観測結果会

述ぺた.開つの周波数で同時に観測されるようなパー

ストの多くは門世話波成分を持ち，その向ぎが 3750又

は 2000Mc付近で逆転するものが多L、等の結果が報

告ぶれた.赤羽賢司氏(東京天文台)は，向じく自{'I'

'!;tilö~による 9000Mcの太陽屯波観測結果を述べ， パ

ーストの偏彼方向は，この期間中は太陽の北半球で(;t

1:.，まわり，約半球では友まわりのものが多かったと報

告した i弓銭公昭氏〈東京天文台)は， 200Mc太陽

泡彼自;d波の鋭ilIlJから，偏波の向きは南北半球に関係な

し、こと. 27 13周期性は篠だよいこと等の統計結果を

述べた.

HH去に迫力Hとして神間 後，井上軍事光，小野菜男の

3 JX:(土，，n鶴におし、て小野氏自作の受信擦によって人

工衛星第 1号ーの笥波を受けた結果をテープレコーダー

と幻燈をJJ)¥，、報告ーした.

第 2日 (10月 16日〉

第2日は予定された太陽系，天体力学，天文'昔話械等

に|渇する講演のほかに， :fr止:け'られたばかりの第 1号・

人工衛星につし、ての速報数箭の飛入りがあった.

玄ず小楓孝ご都民と森111之:努氏(I)志向大学芸)がそ

れぞれ*iop7 n 14日に中間地方上設を飛んだ大火球

について湖まをした結果乞毅fL与した. jffii1去の結果はよ

く一致しており，発光点は東経 135度. ~tMl; 35度，

おさ 100余粁，消失点は 133皮.36度， μさ 50:l'f 

稿!度である.小根氏は経協から算出した中高i射点からみ

てこの火球が傾斜の少い I1仮行軌道をもつことを車前詰

し，森川氏は大火球が2問紋裂し消滅点では粉砕し

たことを報告した.ついで竹内端夫氏(東京天文台)

は M.Dcyerによ る 1951"'2 :tr・のエロスの術時の光

J史観測を殺到!し一夜の連続した観測についてきめた

光度変化の常数を約半年間につし、て並べてみた結果，

エロスがJ羽曳著 しい極巡銀!なしてし、るらしいと発表し

た.これはエ回スの白紙制iが空間的にどうし‘う運動を

しているとしても同様に出てくる結果なので，かなり

確かなものらしく，上記の悠理法は物理的な;怠味をも

ってし、ゐと f与えられるI~Iである.

ペグに天体カ学関係の講演に移り，まず掲j原『郎氏

(東大P..Il)に水援策}L術忍の述動の解析結果合前回に

が~v'-c報告iーした. :m!sI)s語数 Toによる o~震を変分方
税式の解とし て小数第 5{)i.まで求めるに際し，まとも

な逐次近似法では収数が返すぎる場合には， {I!!の療に

大きな~多様を与える演に未定数 Xl， X2，'・・・を加えて近

似を一段端進め， Xl， Xz， :...の逮立方程式をとくこと

によって収益次の速度を速めた. 古夜由秀氏 (m京天文

台){よ土足の環の空践の一成|笥として衛星ミマスのm
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動による粒子の運動の強制緩心率によって，療の3主成

時に起る粒子聞の衝突を考え，それを説明した.従来

は衛星ミマスのt異動によるものと言われてきたが，こ

れは土星の他の衛星の分布状態と矛盾してレるとのこ

とである.

x x x 

このあと鴻演は人ヱ衡是の問題に移った.まず古夜

氏は，米鼠やY速で昔f問中の人工衛星は亦道jfii傾斜角

が大きく周期も飽いため.長期間にわたって使える氷

年摂動項の表示式を求めるため特別な工夫が袈ること

を述べた.地球のポテ γシャルの二次須合示す常数を

k，衛星軌道の半長径，平均五E動，傾斜角を夫々 a，"， 
Tとすると，赤泊商に対するR交点/;1:-(k/a2)n cos r 
なるほぼ一様な速度で動くが，近地点の迫捌Jは一般に

一様でなく，また tが 400.5より大きし、場合と小さ

b 、場合でその総子がだし、ぷ違うことを注意しなければ

ならない. つづいて 10月4日に打上げられたソ述の

1957α人工衛星につ争、て，その軌道解折の結果が報

fきされた.長谷川l一郎氏(アナナイ天文勝算局)はソ

速のタス通信の発炎に基き，円軌滋を仮定して，d=

":'46.03 + 225.014 t， Q' == -32.08-0.1283 t (tは

Oct 10dOb U. T.から数えた1時間数)，i' =60。なる

袈紫をf求めた.f4.交点は 1日に約 3。逆行する.竹内

端失氏(東京天文台)は 10月 14日までの図内線測資

料から求めたロケットの軌道援紫として to=19570ct

12.833 U. T.， tlo=159.0780，μ=3.757" 119/min， 

ρ=317.097目 3.035 (t -to). i == 65. 00とし、う数字を

発表し， ロゲットと衛星本体のみかけの迷動のちがし、

を，大気の抵抗による滅i庄の別合のちがいで以て説明

した.関口.1有，松本淳逸氏 cw京天文台)は央線鋭

測のなかった打上げ直後. 5 日から 8 日までの~lL波に

よる方位測定資料をもとに解析した~ボを発表 した.

Oct 7d21b34.mO U. T.における列・交点亦経は 22b

3.m1会 l.m2.この元期に最も近し折I..~ど点通過H寺刻は

Oct 7d 21bO.m7:!: 1.m6 U. T.である.古在由秀氏

からは打」ニげ直後タス通信の発表から術銭がし、つどこ

で見えるかを知る便法として係Jllした力法につし、ての

説明があった.それは術皐!な下点の位置を，その紙l変

く東経を.iE)に通過時刻jの U.T.を加えたもの(すな

わち地方太陽l時で表わした通過時刻)を償制lに，純度

を縦軸にとって図示するもので，こうすると日の出，

日の入りの時刻も図示し易<.昇1lJ点と太陽の動きに

従フて少しずつ出1線をずらすことによって予報が比較

的簡単になる.

x x x 

休語自後の最初の講演は角凪埋ま一氏(緯度鋭測所〉に

よる地球の mantle-coreの境界間における相変化の

穏に始まった. この筏界的付近の物性の定化企しら

ベ，流動伎の目安としとそこでの分子粘伐係設さf求め

る.その際圧力が間体の総合ニにネルギーとIヒ佼ぶれる

オーダーであることから.その彰終を絡f-点1.:のJJ1(子

のターロ γ斥力として館釈‘よれば.圧力のt.;めの総合

エネルギーは減少し相佼化む容易になる 私li性係数{よ

10-100 c. g. s.となるが，これはジ・1 アリーズのヰとめ

た粘性係数よりはるかに小され つL、で関口直甫J"¥;

(J;I:[京天文台)(1本の年会に続く級官，・とし'，:"，JI!.lT:-!i7'，>I日i

布状物質の付蒲によって成長したと考"え.l1!lMに，与え

られる戸Jlli!l'VJ滋を計算 した紡巣を述べた.は じめ目i布

状物質が太陽の周/l1lに円軌道をえがし・て日li!li}jしていた

とし， 地球の成長と共にその軌道がと.う佐るか~In・~\

する. おもな結果としては(>1)付治~従l ;tn'" 10('""， 

107王手位しか統かない，的地球の始以自転i.t& (J:.JJl.イ正

よりかなり速かった，ということがし、える. なお月の

成長につし・て考察し， 月 l溺孔]J{ひ:'J、~JJ;.の;，'d涯のIliJに

統計的関述があることから，原始地球が小!~hlから構

成されたとし、う考えを発表した.

X x X 

午前の部の最後は天文様枕および鋭iJllJ*，';*のW~!i'

で， まず中野三iß，松本淳逸，原簿男J~ (!lUì()~文

台)はあらたに採m した子午ま震の-'(--1)一以!ßIJの~'i*

をのべた. 赤紛 0
0
から 86.0

5;j;で制iJllj可能で， 観

測結果を従来の手動に比較すると 61'に系統的以;告

はなく ，単一観測の昨本説法も土O..020で.制i)lIj{1

楽になった尚である.統レて中野，松本向上℃はj泣A:ij

われた東JÍ-'~天文台の子午環改修(パラソシ ング関I~~.

レγズホルダーの 1狗強慾).の結果， 者:しく飢測制度

が向上したことを述べた.辻光之助，:!豊根 潔 ('U五〈

天文台〉向氏はレプソルド子午儀による)JのみtHJ!.illlj

のtdjJ浜，)1の平均政経 óì.~ に対する o C 1，: 55 11" 

の平均一3".64， 56 ~.ドの平均一3".94 であることな

報告した.終りに中野氏(;1:*京天文台の子'1'.1;誌にJ‘ゐ

J~ のi)j;総観測Ijの結果仰られた上記 ó).~ の O -c が 56

年一3".23 で， このfu'iの減少本が 55 11.'.以-*小‘~: <JJ 

ったこと を述べ，京大*'iHmiJf1L袋のお{子園lI!j討の問波紋

が最近幾分減少の傾向を示すことは月の飢illlWi封比 ・.，

致する様に見えることを述べた.

× x x 

午後のf.jlはðIlJ.lt!!~'l会との共催でまず湯本総四ilß. 鈴

木総一，篠弘級の三氏〈水E名古;jS)が1'1;られたJ.Jif，.c予報

総について述べた.改良された~~ 2 号協での F報の制

度lま0.7分ね1変である. 牧内端夫，内問.iE男0)1'品i氏

o↓Oj~天文台)は純磁の等縁鋭ð!9のチ械を~Uうのに.
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従来と段僚のとりブ1を変えて，地球の中心をJ京Jおこと

り，赤道部iを;xy:lf浦i.XZ平i屈に総務おれる患がし‘る

ような(i_~l定した it~ßlll1i僚を?とるやり Jjに つ b 、 て述べ

た.纏 康被氏{地開湾奇l仰は掩蔽の測地学への応

1ねとして，総蔽の尚北限界線上での鋭淡1]から経総s'U:
求める刀法につし、ての計算式及u:観測方法につし、て論

じた. 樋原 聖書，筏下郷三 (tU!IIH誠jをjlfr)のji可i又は，

汎世1;界的ri;PH本と平均ジオイドの術どのおさの滋およ

びその傾きをさ歩くことを報公した.信iSの}JIよ天文泌11

1設‘と測地成果とのこケコ，および総綴観測による汎伎界

的綴Pl体と添拠宇銭円{本t.oYIU;組合わせて導く ，前i与

の:カLl:掩蔽の鋭部1から発事くことができ，一例とし'CI¥投

?f線観測の場合の;災企提ぷした.

坪)11依憶，償原尊重，康問奨道，瀬戸孝夫 (f也)11淵

知的の問f~l:t E'I・D ~:、同ました子午儀 !r使つT. 昼

間に続純度~Ji似f'f，測定の可能なことをf述べた. 日没ft-!j・

の太陽1何度 50以下の背景光で 1I後 7cmの子午儀で

2得皐までとゐと， 2時rHlt立の間に 4，.....6伺の患の観

測1から経絡皮ともに土0.3"前後できめsることがで宕

るとのことである.松本惨逸氏，関口im:爾氏 (J4i京天

文台)，ま東京天文台の績!l{n~鋭の精度が，鋭簡のゆが

みを傾斜3十で調べること，気tp;の気rM"気圧による補正

を入れたため，非常によくなったと述べた.

次は純度関係の発夫がつづき弓滋J'X;G#.11r観測trr)

Ij:.浮激ラミ頂儀による緋l支観測俄が， 視天!i~儀によるも

のより，年間平均 0".075小さし、ことが 1940-491手

の観測から得られてし、るが，そのl康問として汚えられ

るr.p..~忠夫前儀の水銀側内の潟皮不符，及?j風肢による

天釘カi勾の変化につL、て訓l殺した結果a:報公・した.目町

*-次氏(鰍佼鋭世!Or9DU:過去1年聞にf、子、た7}:世てと

りシソトソの PZT のj~ìmな111につし 、 て Aα に :たき

な訟のがあるとのことである.角悶$-J乏(総lt~民iJllJ

所〉は地球大気のill!l・Î~i:件j度分ギriが不連続である場合，

PZT m.に ms 務皮の災常大気，~fl析は不可能と結論し

た• ~Ji/ll カ氏(総度観測所)は 1-951~54 年の緯度

銃社(110)上院の windeffectにつし‘てしらべた結果，

t.''1 2000m の尚喜まで地上と!可じ風向特牲をもってお

り，tj占度一{点在最大にする主風向が NW の時は Z.lJi 

が冬大変小!~~. SW の時は変大冬小型であることがわ

かった.またよ)穏風速をもとにして気居傾烈の縫t1-を
おこなった. 服部忠彦氏 (純度観測IJ所)は 1935~55

の間の水沢の天m儀による緯度の前むからï;~:動常数の計

算を行し、，*1;'度観測伎の中に含まれる Q，α:tQ O).lJ~ 

につし、ての吟味合行った.またJJIil翻1氏は 1900""'50年

の*沢，カルロフォルテ，ユカイアの緯度観測の依か

ら地球の自転制iの長年公イtメこっし、て興味あるし、くつ

かのがJ来をIHした.

虎尾正久l丸 嵩地~氏(東京天文台)は 3 ヵ年間

の三!慌の総度観測の結果，から，月のJ;t;害事につし、てしら

ベ，月の!時ii-Jの2依のiWi的1;債の振11M0"009， {立:+[11115

11寺間となり，振l~iItは月による地殻潮汐として推定忘れ

る{胞とよく一致すると報告ーした. こ日市金作，虎尾三

理事 (京)~(天文台〉両氏は現JI1の写真受信裟霞により，

DANリズミック信号.BPUj諸号令:に特有な系統的性

質が見られることを報告した.これらは依号・特有のも

ので，伝婦による影燃ではないとのことである.飯島

軍事長氏， 渋谷五郎氏(東京天文台〉はポツダム天文台

との協同実験により，無線報11年信号の問H与受信を利JII

しC，欧州東京間の央効伝婚速度を測定した.正常結

果の 83の平均は 63，8ms，近距離関係播の Back-

scatterによる異常結果を示す鮮の 491協の平均は，

56.1 msであった， 飯.@!!:孝氏，岡崎清市氏く東京天

文台)Lt.グリ ユ ジとワシントンの合計 8 Tiの水j~itrr杭?

とワシソトソ・リッチモソドの PZTによる11寺実j観測

利LJ;sーとの比較から， jt~J求 (14去の季節変化の修復最をfオと

めた.

t.s ζ A sin θ 十 B cos 2 () ・卜 Csin 2 () + Dcos 0， 

0:=;2π/365jの各項の係数として，1952，-...，55 ~の平均

として A=20.6， B =: -14.2. C == -6.6， D士 6.8

(111ののような僚が得られた.
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